
 

 

   

 

 

 

 

 

  

１０
月
か
ら
、
市
が
指
定
し
た
ゴ
ミ
は
有
料
に
な
り
ま
す
。 

（
有
料
化
は
、
９
月
議
会
で
、
日
本
共
産
党
議
員
団
と
無
所
属

議
員
１
人
の
４
人
が
反
対
す
る
も
、
賛
成
多
数
で
決
定
。） 

 

市
は
、「
有
料
化
は
ゴ
ミ
の

減
量
の
た
め
」
と
説
明
し
て

い
ま
す
。 

し
か
し
、
す
で
に
有
料
化

し
た
自
治
体
の
多
く
は
、
一

時
的
に
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て

も
、
減
量
化
に
繋
が
っ
て
い

な
い
の
が
実
態
で
す
。 

有
料
ゴ
ミ
の
料
金
は
？ 

１
品
目
の
基
本
料
金
は
３

０
０
円
で
す
が
、
非
日
常
的
な

も
の
や
趣
味
・
娯
楽
用
品
、

重
量
の
あ
る
も
の
な
ど
は
料

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
有
料

の
最
高
額
は
１
８
０
０

円
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

「
ゴ
ミ
を
有
料
に
し
て
も
減
量
に
繋
が
る
根
拠
は

な
く
、
市
民
負
担
が
増
え
る
だ
け
」、
共
産
党
反
対 

 

 有料ゴミの料金の事例 

有料ゴミの一部 料金(円) 

扇風機･掃除機･三輪車･コンポ  ３００ 

ストーブ･シャンデリア・犬小屋  ６００ 

スプリングマットレス･ミシン  ９００ 

パチンコ台 １２００ 

※家電以外は、物の長さや幅等で料金が加算。 

な
お
、
有
料
ゴ
ミ
に
貼
り

つ
け
る
『
ゴ
ミ
処
理
券
』
は

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
販
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
に
多
額
の
税
金
を 

投
入
！ 

 

有
料
化
に
む
け
て
、『
ゴ
ミ

処
理
券
』
や
『
ゴ
ミ
出
し
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
な
ど
の
作
成
費

用
、『
市
民
向
け
説
明
会
会
場

費
や
備
品
』
、
『
事
業
推
進
の

人
件
費
』
な
ど
に
、
約
３
千
５

０
０
万
円
の
税
金
が
使
わ
れ

ま
す
。 

＊
市
民
向
け
の
説
明
会
は
、

４
月
か
ら
、
順
次
地
域
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

安
倍
政
権
が
学
校
な
ど
公
共
施

設
の
削
減
を
全
国
の
自
治
体
に
押

し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

交
野
市
も
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
学
校
や

文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の
統

廃
合
、
公
立
幼
児
園
の
民
営
化
を

進
め
る
方
針
で
す
。 

 

市
は
今
年
度
、
各
公
共
施
設
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
案
を
ま
と
め
る
予
定
で

す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
に
学
校
や
施
設
を
安

易
に
統
廃
合
・
複
合
化
す
る
の

で
な
く
、
防
災
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
民

生
活
な
ど
の
観
点
か
ら
、
市
民

参
加
で
十
分
議
論
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

 

保育園名 場所 定員 対象年齢 

きらきら 梅が枝 15人 0～2歳児 

私市 私市 19人 0～2歳児 

さくら 森南 19人 0～2歳児 

ひかりの子(2歳児保育室増設) 東倉治 12人 2歳児 

 

公共事業で働く人の労働条件の確立に

むけ「公契約条例」を制定する自治体が

なぜ小中一貫教育を進め

るのか、疑問の声もある

増えているが、市の認識は。また、現状にお

ける労働条件の保障は。 

趣旨は認識しているが、労働基準法の関

連から法整備が望ましい。本市では今年

度から、建設工事

の入札は社会保険

加入を必須として

いるが、現場で働

く人の労働条件等

の提示は求めてい

ない。   

 

次期指導要領への対応や、小学校への英

語の導入など、新たな課題に対応するた

め、小中の９年間を見通した取り組みが必要。 

小中一貫教育推進ありきでなく､メリッ

ト･デメリットを十分検証するべき。 

が、推進する理由は？ 

・財政健全化計画のまとめについて  

・子どもの貧困対策について 

・図書館の整備について  

・シルバー人材センターについて 

・星田北の土地区画整理事業について 

 


